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ウ）バス 

 ＪＲ石巻駅を中心に、株式会社ミヤコーバスが運行主体となる路線バス及び地域住民が

運行協議会を組織し運営する住民バス、市民バスが運行されている。 

 震災後、市内仮設住宅を巡回する路線が運行されていたが、仮設住宅の解消に伴い令和元

年 9月をもって廃止となった。 

 いしのまき元気いちば南側に新たに交通広場が整備され、山下・蛇田・渡波方面のバスが

石巻駅から川沿いエリアを経由して運行されている。 

  

表 運営主体と路線名一覧 

運営主体 路線名  運営主体 地区・路線名 

株
式
会
社
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス 

石巻免許センター線  

各
地
域
の
運
行
協
議
会 

荻浜地区住民バス 

河南線  稲井地域乗合タクシー 

中里線  山の手地区乗合タクシー 

河北線  水押・開北・大橋・水明地区 

乗合タクシー 石巻専修大学線  

蛇田線  河北地区住民バス 

石巻日赤線  雄勝地区住民バス 

女川線  河南地区乗合タクシー 

鮎川線  桃生地区住民バス 

鹿妻線  北上地区住民バス 

山下門脇線  石巻市 牡鹿地区市民バス 

石巻渡波線    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 路線バス路線図 
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エ）自動車・駐車場 

 石巻市全体の自動車保有台数（乗用自家用車と軽自動車乗用の合計）は、平成 28 年度を

ピークにから減少傾向にあり、平成 30 年度は 109,457 台で、人口一人当たりにすると

0.75 台と 4 人につき 3 台の車を所有する計算になり、自動車は生活に身近で欠かせない

ものとなっている。 

 中心市街地内には、街づくりまんぼうが発行している共通駐車券が使用できる時間貸し

駐車場が 11 箇所あり、商店街の店舗等で買い物客に配布されているほか、店舗が個別に

駐車場から購入し配布している駐車券がある。震災以降、生じた空き地に時間貸し駐車場

が多く設けられているが、それらのほとんどが共通駐車券を使用できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自動車保有台数（乗用自家用車と軽自動車乗用車の合計）   

資料：東北運輸局、県ＨＰ・住民基本台帳（各年度末現在）   

図 自動車保有台数の推移 
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図 中心市街地における時間貸し駐車場位置図 

 

表 時間貸し駐車場における共通駐車券の使用有無 

 箇所数 台数 

市内共通駐車券が 

使用できる時間貸し駐車場 
11 箇所 663 台 

市内共通駐車券が 

使用できない時間貸し駐車場 
20 箇所 779 台 

合 計 31 箇所 1,442 台 

（令和元年 10 月末時点）    
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⑧ 地価 

 全国的な地価下落傾向に加え郊外への大規模小売店舗立地等の影響により中心市街地の

商業地の地価は下落してきた。東日本大震災により急激に落ち込んだ地区もみられたが、

周辺の住宅地では横ばいあるいは減少に変わりつつあるものの、商業地については緩や

かな上昇が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地価の推移 

資料：「地価公示（Ａ〜Ｅ）」（国土交通省）、「地価基準（Ｆ〜Ｋ）」（宮城県） 

 
図 中心市街地内の地価調査地点 
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⑨ 低未利用地 

 東日本大震災で被害を受けた建物が取り壊され空き地が増えた結果、未利用地面積が大

幅に増加している。 

 旧北上川沿いの低未利用地は、事業用地としての活用が計画されている。 

 

2019 年 12 月現地調査      

図 中心市街地内の低未利用地の分布図 

 

図 用途別面積の推移 
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(5) 地域住民のニーズ等の把握・分析 

① 市民意識調査 

調査対象者 市内に居住する満 18 歳以上の男女（無作為抽出） 

配布数 2,700 人 

アンケート実施期間 令和元年 7月 5日～令和元年 7月 26 日 

調査方法 郵送による配布、回収 

有効回答数（回答率） 1,115 人（回答率=41.3%） 

Ⅰ 中心市街地の利用状況等についてお伺いします。 

問 14 石巻市中心市街地へ出かける（利用する）頻度はどれくらいですか。（○は 1つだけ） 

 

問 15 どんな目的で石巻市中心市街地に出かけますか（利用しますか）。（○は 3つまで） 

 

問 16 主にどのような交通手段で訪れていますか。（○は１つだけ） 

 

 

8.5 %

6.8 %

15.4 %

29.7 %

12.3 %

25.4 %

1.9 %

ほぼ毎日

２～３日に１回

週に１回程度

月に１回程度

年に１回程度

ほとんど行かない

無記入

36.3 %

19.4 %

19.2 %

10.2 %

7.0 %

4.6 %

28.0 %

21.5 %

13.4 %

5.9 %

7.5 %

3.8 %

買い物

食事

飲酒（宴会など）

趣味、教養

散歩

休憩（カフェ、公園）

サービス（病院、美容院など）

市役所の利用

仕事

通勤経路や通学経路として（公共交通の利用）

その他

無記入

3.3 %

3.5 %

4.1 %

72.6 %

0.2 %

3.9 %

7.2 %

0.9 %

4.3 %

鉄道

バス

タクシー

自動車

バイク

自転車

徒歩

その他

無記入
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問 17 この施設を知っていますか。また、どのくらいの頻度で利用していますか。 

 

問 18 問 17 で、旧観慶丸商店について「知っている」と回答された方に伺います。 

「旧観慶丸商店」が文化発信拠点として運営されていることを知っていますか。 

 

 

49.5 %

38.5 %

12.0 %

知っている

知らない

無記入

中心市街地へ出かける（利用する）頻度は、「月に 1回程度」が 29.7%で最も多く、次

いで「ほとんど行かない」が 25.4%となっております。前回調査（平成 21 年度）では「ほ

とんど行かない」が 42.6%で最も多く、次いで「月 1～2回」が 26.3%でした。一見する

と中心市街地の利用率が大幅に上昇しているように見えますが、前回調査で「ほとんど

行かない」を選択した方が、今回から新設した「年に 1回程度」の選択肢に分散したも

のと見られ、実際の利用率は微増かほぼ横ばいと思われます。 

 中心市街地に出かける（利用する）目的は、「買い物」が 36.3%で最も多く、次いで「サ

ービス（病院・美容院など）」が 28.0%、「市役所の利用」が 21.5%となっております。 

 交通手段については、「自動車」が 72.6%で突出して多い結果となっております。前回

調査でも「自動車」が 77.6%となっており、同様の傾向が続いているものと思われます。

しかし、「徒歩」が 1.5%から 7.2%と増加しており、「歩いて暮らせるまちづくり」を目指

した施策の効果が表れているものと思われます。 
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問 19 石巻市中心市街地の利用が少ない理由はなんですか。（○は 3つまで） 

 

  

 施設の認知度については、“市役所（本庁舎）”と“石ノ森萬画館”では「知らない」

と答えた方がほとんどおらず、平成 29 年度にオープンした“いしのまき元気いちば”

についても、ほとんどの方に認識していただいております。一方で、その他の施設は

10.0%前後の方が「知らない」と答えており、特に“かわまち交流センターかわべい”で

は 15.5%の方が「知らない」と答えており、平成 30年度にオープンしたばかりではあり

ますが、認知度の向上が今後の課題となっております。 

 利用の頻度については、“市役所（本庁舎）”と“いしのまき元気いちば”では「年に

1回程度」が最も多く、“石ノ森萬画館”では「ほとんど行かない」が最も多く、年に 1

回以上利用する方は 14.3%となっております。その他の施設では年に 1 回以上利用する

方が 10.0%を下回っており、利用者増が必要か否かは施設ごとの利用者の許容量が異な

るため一概に言えませんが、施設を利用していない市民が多数いらっしゃることが伺え

ます。なお、“旧観慶丸商店”が今年度より文化発信拠点として運営されていることを知

っている方は、施設自体を知っている方のうち 49.5%となっております。 
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問 20 あなたは、ほとんど利用しない理由で選んだ項目が、今後解消された場合、 

どのくらいの頻度で、中心市街地を訪れたいですか。（○は 1つだけ） 

 

 

 

 

 

  

 中心市街地の利用が少ない理由は、商店に係る事項が多く（「行きたいと思う店が少ない」

58.6%、「どんなお店があるかわからない」25.1%、「気軽に入れるお店が少ない」24.1%）、前

回調査と同様の傾向（「郊外大型店で用が足せる」60.7%、「行きたい、買いたいと思う店がな

い」59.4%、「気軽に飲食を楽しむことのできる場がない」38.1%）となっております。しかし、

次に回答の多い「交通手段がない、または交通が不便」は 26.1%であり、前回調査（「車を停

める場所がない」36.5%、「交通手段がない」6.7%）よりは交通に関する理由は減少しており

ます。また、自由記述では、無料の駐車場が無いという意見が最も多く、次いで、行く目的

や理由が無いとの意見を多くいただきました。 

 ほとんど利用しない理由が解消された場合の利用頻度については、「月に1回程度」が33.6%

で最も多く、次いで「週に 1 回程度」が 24.6%となっており、前回調査とほぼ同様の結果と

なっております。 

0.4 %

2.9 %

24.6 %

33.6 %

9.9 %

17.8 %

10.8 %

ほぼ毎日

２～３日に１回

週に１回程度

月に１回程度

年に１回程度

ほとんど行かない

無記入
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Ⅱ 石巻市中心市街地での居住の意向についてお伺いします。 

問 21 あなたは、今後中心市街地に住むことについて興味はありますか。（○は 1つだけ） 

 

問 22 中心市街地に居住する際に、何を重要視しますか。（○は 3つまで） 

 

 中心市街地に居住することへの興味ついては、「条件にかかわらず住みたいとは思わない」

が 66.1%で最も多くなっておりますが、前回調査の 74.0%より 7.9%低下しております。また、

次いで「今後、生活にかかわる施設等の整備がなされれば住んでみたい」が 15.8%、「ぜひ住

んでみたい（現在、住んでいる方も含めて）」が 6.9%で、“住んでみたい”と答えた方の合計

は 22.7%となっており、前回調査の 20.2%より 2.5%上昇しております。 

 中心市街地に居住する際に重要視することは、「手ごろな家賃・価格」が 44.3%で最も多く、

次いで「福祉・医療施設の充実」が 36.4%、「商店の品揃え等の充実」が 35.6%となっており

ます。 
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Ⅲ 今後のまちづくりのあり方についてお伺いします。 

問 23 今後、石巻市中心市街地のまちづくりの方向として、ふさわしいと思うものはどれですか。（○は

2 つまで） 

 

問 24 石巻市中心市街地の街づくりに望むものは何ですか。（自由記述） 

（抜粋） 

・まだまだ交通面で不便だと感じる。電車やバスの時間や止まる所など増やしてほしい。 

・行ってみたいな、と思うようなお店が入れば足をはこぶと思います。 

・飲食店（夜）のイメージが付いた。子どもを連れて「行って楽しみたい場所」ではない。市外の人が楽

しめる場所になったように感じる。だからそのまま観光地となるような温泉施設（道の駅）のような建

て物が立てば良いのでは・・・？ 

・若者が好む店も少なく、高校が近くにあるのにその年代や 20 代の子達が、大型の商業施設に流れ、交

通の便も悪いので、いつも昼間は淋しいと思えます。 

・新しいお店などが出来ても全然わからないので、もう少し宣伝等をした方がいいと思う。 

・蛇田にイオンがあるので、差別化した何かがあれば人も集まると思う。また、交通の面では、一方通行

が多すぎて行きづらいし遠い。 

・気軽に行ってみたいと思う様な雰囲気が感じられる街づくりにしてほしい 

・若い人がどんどん離れていくイメージ。気軽に飲みに行けるように、蛇田やあけぼのから夜もバスを出

していただけると、中心市街地に行く意欲がわく。車で行って、代行代を出してまで行こうとは思わな

い。 

・自然が豊かで、子供達が安心して、遊べる公園等。 

・治安的な意味で、商店街の雰囲気がよくないと思う。 

・高校生が利用できるような勉強場所のような所を駅周辺にあったらいいと思う。 

・娯楽場を充実させて、市街地へ行きたいもしくは他にはないから行かないと思わせる施設を作ってほし

い。 

・中瀬をもう少し観光して楽しい場所にしてほしい。・無料駐車場（もしくは安い）を増やしてほしい。

入りやすいカフェやお休み処みたいなのがほしい。 

・緑豊かな街、福祉、医療施設の充実 ショッピングができる街、交通手段の便利な街。 
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・ショッピングモールや大型店には無いような人が見える小さな店がたくさんできてほしい。「街ブラ」

ができるエリア。単館系の映画館ができたらうれしい。 

・図書館をもっと便利な所に移してほしい。 

・自然（海、川、山）と共存する公園都市となってほしい。 

・子供支援センターのような物が欲しい。 

 

  

 中心市街地のまちづくりの方向としてふさわしいものについては、「交流人口を増加させる

（利用する人を増やす）」が 44.7%で最も多く、ほか 2点は 38.0%程度となっております。 

 問 24「中心市街地の街づくりに望むもの」の自由記述では、一方通行の解消や無料駐車場の

設置、バスの増便など交通利便性に係る意見が最も多く、若者が利用する施設や環境の整備、

スーパー等の買い物利便性の向上、商店やイベントの情報発信、蛇田エリアとの差別化（中心

市街地を移すことの検討）、自然を生かしたまちづくり、治安の改善などについてのご意見を多

くいただきました。 
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(6) 前計画の総括 

① 概要 

 第 2 期計画においては、「彩り豊かな“食”と“歴史が薫る”川辺のまち（市民との協働

による中心市街地の復興）」を目指す「まち」の姿とした。 

 上記の「まち」を目指すための 3つの基本方針として『基本方針 1心が通い、安心して暮

らせるまちづくり』『基本方針 2水辺に親しみ、食と萬画で賑わうまちづくり』『基本方針

3歩いて発見、楽しく回遊できるまちづくり』を設定した。 

 石巻市中心市街地活性化のストーリーとして、これの 3つの方針に基づき「郊外店とは異

なる多様な機能の集積」させ、これらにより「定住人口の増加」「交流人口の増加」に波

及させることとしていた。 

 また、活性化を測る目標値として、「中心市街地の居住人口」「2 施設の利用者数の増加」

「歩行者・自転車通行量」を設定し、その達成に向けた事業の総合的な取組を進めた。 
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② 事業進捗 

 前計画（第 2期計画）は、下記に示すハード・ソフト合わせて 70 事業を位置づけている。 

 事業完了が 21 件、第 3 期計画へ継続掲載が 35 件、変更して掲載が 14 件であった。未実

施及び中断した事業は 0件であった。 

 継続事業は、震災以前から着手していたものと、令和 2年度に終了予定である復興事業が

中心になっている。 

 変更事業の多くは、震災後に開始され、復興の進展や街なかの現状に合わせて事業内容が

見直されたものである。 

 未実施及び中断となった事業は無く、おおむね順調に実施されてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

1.市街地の整備改善に係る事業 

No. 事業名 実施主体 
実施状況

(見込み) 
概要 

1 中瀬公園整備事業 石巻市 継続 令和 7年度完了予定 

2 
石巻市流域関連公共下水道整備

事業 
石巻市 継続 下水道の普及率向上 

3 防災センター整備事業 石巻市 完了 平成 30 年度完了 

4 にぎわい交流広場移設整備事業 石巻市 完了 令和元年度完了見込み 

5 石巻駅前立体駐輪場整備事業 石巻市 完了 平成 28 年度完了 

6 河川堤防整備事業 国土交通省 継続 令和 2年度完了予定 

7 新内海橋・西内海橋整備事業 宮城県 継続 令和 2年度完了予定 

8 土地区画整理事業・街路整備事業 石巻市 完了 平成 30 年度完了 

9 避難誘導表示板設置事業 石巻市 継続 令和 2年度完了予定 

10 
かわまちづくり整備事業 

（水辺の緑のプロムナード） 

石巻市・国土

交通省 
継続 令和 2年度完了予定 

【実施状況】（計画における位置づけ） 

完了…旧計画期間中に完了した事業 

継続…新計画においても、引き続き行う事業 

変更…新計画において、内容を変更して行う事業 

未実施/中断…未実施または中断している事業 
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11 かわまち交流拠点整備事業 石巻市 継続 令和 2年度完了予定 

12 石巻駅周辺整備事業 石巻市 継続 令和 2年度完了予定 

13 立町大通り再生事業 
立町大通り商

店街 
変更 

安心して楽しく歩ける街並み

づくり 

14 まちなか避難訓練 
地域住民、商

店街等 
変更 

防災まつり等の実施を追加し

て掲載 

15 住吉公園整備事業 石巻市 継続 令和 2年度完了予定 

16 
立町大通り商店街再生加速化支

援事業 

立町大通り商

店街 
完了 令和元年度完了見込み 

 

2. 都市福利施設の整備に係る事業 

No. 事業名 実施主体 
実施状況

(見込み) 
概要 

17 かんけい丸保存活用事業 石巻市 変更 活用事業に変更 

－ 
【再掲】かわまち交流拠点整備事

業 
石巻市 継続 令和 2年度完了予定 

18 石巻市立病院整備事業 石巻市 完了 平成 28 年度完了 

19 高齢者生活支援施設等整備事業 石巻市 完了 平成 28 年度完了 

20 
(仮称)ささえあいセンター整備

事業 
石巻市 完了 令和元年度完了見込み 

21 寿楽荘移転新築事業 石巻市 完了 平成 28 年度完了 

22 石巻市子どもセンター事業 
石巻市（指定

管理者） 
継続 

子どもの遊び場の提供、社会

参加の促進 

23 
石巻健康センター あいプラザ・

石巻活用事業 

石巻市（指定

管理者） 
継続 

健康・福祉の拠点施設として

各種事業を実施 

24 
旧石巻ハリストス正教会教会堂

復元事業 
石巻市 完了 平成 30 年度完了 

25 文化財・旧町名表示事業 石巻市 継続 
川湊の歴史を見つめ直し、魅

力を創出 
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3. 街なか居住の推進に係る事業 

 

4.商業の活性化に係る事業 

No. 事業名 実施主体 
実施状況

(見込み) 
概要 

26 
松川横丁 共同店舗の運用による

まちづくり事業 
民間事業者 継続 店舗やシェアハウスの運営 

27 優良建築物等整備事業（松川横丁） 民間事業者 完了 平成 27 年度完了 

28 
優良建築物等整備事業（立町二丁目

4番地区） 
民間事業者 継続 令和 2年度完了予定 

29 
優良建築物等整備事業（中央二丁目

3番地区（Ａ１地区）） 
民間事業者 継続 令和 2年度完了予定 

30 
優良建築物等整備事業（中央二丁目

3番地区（Ａ２地区）） 
民間事業者 継続 令和 2年度完了予定 

31 
優良建築物等整備事業（立町一丁目

3番地区（Ｂ地区） 
民間事業者 継続 令和 2年度完了予定 

32 
優良建築物等整備事業（中央二丁目

4番南地区） 
民間事業者 完了 令和元年度完了 

33 
地域優良賃貸住宅（高齢者型）供給

促進事業 

石巻市・民

間事業者 
継続 

高齢者向け優良賃貸住宅入居

者の家賃補助 

34 復興公営住宅整備事業 石巻市 完了 平成 28 年度完了 

35 
市街地再開発事業 

（中央三丁目 1番地区） 
民間事業者 完了 平成 27 年度完了 

36 
市街地再開発事業 

（立町二丁目 5番地区） 
民間事業者 完了 平成 28 年度完了 

37 
市街地再開発事業 

（中央一丁目 14・15 番地区） 
民間事業者 完了 平成 28 年度完了 

No. 事業名 実施主体 
実施状況

(見込み) 
概要 

38 
かわまち交流拠点形成に向けた商業

施設整備によるまちなか活性化事業 

元気いしの

まき 
完了 平成 28 年度完了 

－ 
【再掲】松川横丁 共同店舗の運用

によるまちづくり事業 
民間事業者 継続 店舗やシェアハウスの運営 

39 石巻川開き祭り 実行委員会 継続 大正 5年から続く祭り 

40 

（仮称）東北 5 大焼きそばサミット

in 石巻！！～みちのくご当地グルメ

大集合～ 

茶色い焼き

そばアカデ

ミー 

完了 平成 27 年度完了 

41 石ノ森萬画館実施事業 
街づくりま

んぼう 
継続 

「マンガの街いしのまき」

の拠点施設の運営 
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－ 
【再掲】優良建築物等整備事業（松川

横丁） 
民間事業者 完了 平成 27 年度完了 

－ 
【再掲】優良建築物等整備事業（立町

二丁目 4番地区） 
民間事業者 継続 令和 2年度完了予定 

－ 
【再掲】優良建築物等整備事業（中央

二丁目 3番地区（Ａ1地区）） 
民間事業者 継続 令和 2年度完了予定 

－ 
【再掲】優良建築物等整備事業（中央

二丁目 3番地区（Ａ2地区）） 
民間事業者 継続 令和 2年度完了予定 

－ 
【再掲】優良建築物等整備事業（立町

一丁目 3番地区（Ｂ地区） 
民間事業者 継続 令和 2年度完了予定 

－ 
【再掲】優良建築物等整備事業（中央

二丁目 4番南地区） 
民間事業者 完了 令和元年度完了 

－ 
【再掲】市街地再開発事業 

（中央三丁目 1番地区） 
民間事業者 完了 平成 27 年度完了 

－ 
【再掲】市街地再開発事業 

（立町二丁目 5番地区） 
民間事業者 完了 平成 28 年度完了 

－ 
【再掲】市街地再開発事業 

（中央一丁目 14・15 番地区） 
民間事業者 完了 平成 28 年度完了 

42 
大規模小売店舗立地法の特例区域の

指定の要請 
石巻市 継続 大規模小売店舗の立地促進 

43 
復興特区法に基づく税制特例（まち

なか再生特区） 
石巻市 継続 区域内事業者の税制優遇 

44 震災アプリの利活用 

創生協議会 

・みらいサ

ポート石巻 

変更 
街なか震災伝承・語り部事

業に集約して掲載 

45 
萬画による地域復興事業（まんがる

堂の運営） 

街づくりま

んぼう 
完了 平成 27 年度完了 

46 石巻に恋しちゃった♡ 

石巻復興支

援ネットワ

ーク 

変更 
平成 29 年度に完了、派生イ

ベントを掲載 

47 起業家支援事業 石巻市 継続 創業支援事業として継続 

48 橋通り COMMON 運営事業 
街づくりま

んぼう 
変更 事業名を変更し掲載 

49 物産市等開催・参加支援補助事業 石巻市 継続 令和 2年度完了予定 

50 商店街おもてなし事業 
商店街・商

工会議所等 
変更 複数事業に分割して掲載 

51 石巻ふれあい朝市 
（一社）石

巻観光協会 
継続 平成 10 年から続く朝市 

52 お買い物駐車場（共通駐車場）事業 
街づくりま

んぼう 
継続 

民間駐車場の共通駐車券の

発行 
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53 中心商店街情報集約事業 
街づくりま

んぼう 
変更 

石巻マンガロード整備活用

事業に集約して掲載 

54 STAND UP WEEK 
ISHINOMAKI

2.0 
継続 

川開きに合せて行う各種イ

ベント開催 

55 2.0 不動産 
ISHINOMAKI

2.0 
変更 

空き家リノベーション事業

（巻組）に継承 

56 石巻 まちの本棚 
ISHINOMAKI

2.0 
継続 

本のあるコミュニティスペ

ースの運営 

57 ISHINOMAKI 金曜映画館 
ISHINOMAKI

2.0 
継続 

市民参加型の映画上映イベ

ントを開催 

58 
地域起業・新事業創出活動拠点運営

事業 

石巻復興支

援ネットワ

ーク 

変更 
女性創業者交流・相談事業

に変更し掲載 

59 震災の語り部・震災学習 
みらいサポ

ート石巻 
変更 

市委託は令和 2 年度まで。

それ以降は民間事業として

掲載。 

60 
観光ボランティアによる市内観光案

内及び石巻・大震災まなびの案内 

観光ボラン

ティア協会 
継続 

被災地を案内しながら語り

伝え、観光客へのおもてな

し向上を図る 

61 
ピースボート「地球一周の船旅」石巻

港入港 

ピースボー

ト 
変更 

市が行う誘致事業と集約し

て掲載 

62 視察オーダーメイドプログラム 
ピースボー

ト 
完了 令和元年度完了見込み 

63 石巻まるごとフェスティバル 実行委員会 完了 

石巻復興フード見本市（中

活区域外で開催）に機能を

移管 

64 トリコローレ音楽祭 in石巻 実行委員会 継続 
10以上のステージを設ける

音楽祭 

65 子どものまち・いしのまき 実行委員会 変更 
石巻市子どもセンター事業

に集約して掲載 

66 
まちなかコミュニティホール活用事

業（旧生協） 
各団体 継続 

市民が集える街なかホール

の運営 

67 食ビジネス推進事業 民間事業者 変更 

いしのまき元気いちば運

営・石巻の食発信事業とし

て変更し掲載 

68 商工会議所ホール活用事業 

商 工 会 議

所・民間事

業者・各団

体等 

継続 

イベントやセミナーの実施

会場として商工会議所を活

用 

－ 
【再掲】立町大通り商店街再生加速

化支援事業 

立町大通り

商店街 
完了 令和 2年度完了予定 

69 マンガロード整備事業 
石巻市・街

づくりまん
継続 

モニュメントの追加や情報

発信を行う 
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5. 公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進に係る事業 

No. 事業名 実施主体 
実施状況

(見込み) 
概要 

70 住民バス等運行事業 運行協議会 継続 乗合いタクシーの運行 

 

 

  

ぼう 

区分 
事業数 完了 継続 変更 未実施/中断 

 事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合 

市街地の整備改善 16 5 31.3% 9 56.2% 2 12.5% 0 0.0% 

都市福利施設整備 9 5 55.6% 3 33.3% 1 11.1% 0 0.0% 

街なか居住推進 12 6 50.0% 6 50.0% 0 0.0% 0 0.0% 

商業の活性化 32 5 15.6% 16 50.0% 11 34.4% 0 0.0% 

公共交通機関及び 
特定事業推進 

1 0 0.0% 1 100% 0 0.0% 0 0.0% 

合 計  70 21 30.0% 35 70.0% 14 20.0% 0 0.0% 
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③ 数値目標 

ア）定住人口 

 

平成 25 年度基準値 平成 30 年度実績値 令和元年度目標値 

2,777 人 2,872 人 3,812 人 

 

 定住人口については 2,777 人（H25）から 2,872 人（H30）へと増加しているが、H28 の

3,068 人をピークに減少傾向にある。復興公営住宅は完成したが、独居や 2人暮らしの入

居者の割合が想定以上に高かったことや、道路拡幅工事・旧北上川堤防工事による移転の

影響が考えられる。ただし、計画期間中に完成予定の優良建築物等整備事業が 6 地区あ

り、定住人口の増加が見込まれている。 

 

イ）2 拠点施設の利用者数 

 

○石ノ森萬画館の入場者数 

 前計画において、過去からの傾向が続いた場合の利用者数は 201,765 人を想定し、計画に

位置づけた事業を実施することで令和元年度に推計値よりも 39,435 人の利用者増を見込

んでいたことから、合計で 241,200 人となる。 

 石ノ森萬画館は、津波による大きな被害を受けた後、平成 25 年 3 月 23 日にリニューアル

オープンした。平成 30 年度の利用者数は 187,150 人となっている。 

 

○いしのまき元気いちばの利用者数 

 いしのまき元気いちばについては、「石巻市観光交流施設整備計画」に基づき、観光客も

地元客も来訪頻度の高い「いわき・ら・ら・ミュウ（福島県いわき市）」等の実績を基に

推計し年間 1,000,000 人を目標利用者数として設定した。 

 平成 29 年 6 月にオープンして以降、地元の食材等を発信する大小さまざまなイベントを

多数開催し、知名度向上に努めている。平成 29 年 11 月には隣接する場所に石巻市かわま

ち立体駐車場と路線バスのロータリーが完成し、平成 30 年 12 月には網地島ライン発着

所が供用開始となるなど、元気いちばを含む川沿いエリアのアクセス性が高まっている。 

 

 項 目 
前計画目標 

（令和元年度） 

現況 

（平成 30 年度） 

① 石ノ森萬画館の利用者数 241,200 人 187,150 人 

② いしのまき元気いちばの利用者数 1,000,000 人 449,256 人 

 合 計 1,241,200 人 636,406 人 
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 前計画における令和元度の目標は合計 1,241,200 人であるが、平成 30 年度時点での 2拠

点施設の利用者数は、636,406 人となる。 

 2 施設のうち、いしのまき元気いちばの利用者数はレジ通過者数のみで計算しており、今

後来場者カウンターや監視カメラなどを利用し正確な値を求めることにより、更なる増

加が見込まれ、目標値を達成するものと思われる。 

 

ウ）歩行者・自転車通行量 

 

平成 25 年度基準値 平成 30 年度実績値 令和元年度目標値 

15,002 人 17,790 人 16,950 人 

 

○12 地点合計 

 平成 30 年の 12 地点（①～ ⑫）の平日・休日合計の歩行者・自転車通行量は、17,790 人

であり、前計画で目標値と設定していた 16,950 人を上回っている。 

 

表 12 調査地点ごとの歩行者・自転車通行量の推移 
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単位：人      

No. 地点  平成20年度 平成 25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

1 旧市役所通り 

平日 890  458  634  512  578  500  402  

H20 増減率    0% -48.5% -28.8% -42.5% -35.1% -43.8% -54.7% 

休日 556  350  234  304  164  338  294  

H20 増減率 0% -37.1% -57.9% -45.3% -70.5% -39.2% -47.1% 

2 
アイトピア 
通り 

平日 1,180  492  558  412  570  466  326  

H20 増減率 0% -58.3% -52.7% -65.1% -51.7% -60.5% -72.4% 

休日 546  496  632  332  414  336  586  

H20 増減率 0% -9.2% +15.8% -39.2% -24.2% -38.5% +7.3% 

3 
アイトピア 
中央銀座 

平日 670  504  754  374  362  446  559  

H20 増減率 0% -24.7% +12.5% -44.2% -46.0% -33.4% -16.6% 

休日 594  438  686  378  466  576  974  

H20 増減率 0% -26.3% +15.5% -36.4% -21.5% -3.0% +64.0% 

4 橋通り 

平日 678  558  426  608  552  634  632  

H20 増減率 0% -17.7% -37.2% -10.3% -18.6% -6.5% -6.8% 

休日 736  592  606  408  960  944  1,928  

H20 増減率 0% -19.6% -17.7% -44.6% +30.4% +28.3% +162.0% 

5 
寿町みなみ

通り 

平日 482  430  294  296  422  382  328  

H20 増減率 0% -10.8% -39.0% -38.6% -12.4% -20.7% -32.0% 

休日 420  440  338  460  408  452  584  

H20 増減率 0% +4.8% -19.5% +9.5% -2.9% +7.6% +39.0% 

6 

ことぶき町 

ポケット 
パーク 

平日 298  76  272  272  286  136  138  

H20 増減率 0% -74.5% -8.7% -8.7% -4.0% -54.4% -53.7% 

休日 172  146  162  208  156  228  398  

H20 増減率 0% -15.1% -5.8% +20.9% -9.3% +32.6% +131.4% 

7 ことぶき町 

平日 694  588  486  400  486  474  498  

H20 増減率 0% -15.3% -30.0% -42.4% -30.0% -31.7% -28.2% 

休日 544  602  590  330  416  460  796  

H20 増減率 0% +10.7% +8.5% -39.3% -23.5% -15.4% +46.3% 

8 
立町大通り 
東側 

平日 1,369  1,044  871  974  692  938  848  

H20 増減率 0% -23.7% -36.4% -28.9% -49.5% -31.5% -38.1% 

休日 924  1,118  851  644  900  835  1,236  

H20 増減率 0% +21.0% -7.9% -30.3% -2.6% -9.6% +33.8% 

9 
立町大通り 
西側 

平日 1,459  1,048  880  1,129  1,425  963  885  

H20 増減率 0% -28.2% -39.7% -22.6% -2.3% -24.0% -39.3% 

休日 928  1,259  846  691  984  840  1,286  

H20 増減率 0% 1+5.7% -8.8% -25.5% +6.0% -9.5% +38.6% 

10 駅前大通り 

平日 1,172  1,010  812  1,492  1,343  944  1,064  

H20 増減率 0% -13.8% -30.7% +27.3% +14.6% -19.5% -9.2% 

休日 1,016  1,044  976  1,276  916  840  1,227  

H20 増減率 0% +2.8% -3.9% +25.6% -9.8% -17.3% +20.8% 

11 
市役所 

おまさか通り 

平日 809  664  789  883  896  618 982  

H20 増減率 0% -17.9% -2.5% +9.1% +10.8% -23.7% +21.4% 

休日 684  289  345  292  590  266 526  

H20 増減率 0% -57.7% -49.6% -57.3% -13.7% -61.2% -23.1% 

12 穀町大通り 

平日 756  846  627  771  780  572  671  

H20 増減率 0% +11.9% -17.1% +2.0% +3.2% -24.3% -11.2% 

休日 552  510  453  367  646  424  622  

H20 増減率 0% -7.6% -17.9% -33.5% +17.0% -23.2% +12.7% 

歩行者・自転車 

通行量合計 

平日 10,457 7,718 7,403 8,123 8,392 6,455 7,333 

休日 7,672 7,284 6,719 5,690 7,020 6,273 10,457 

増減率： 

-60%以上 -60〜-40% -40〜-20% -20〜0% 0% 0〜+20% +20〜+40% +40〜+60% +60%以上 
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○石ノ森萬画館の入場者増加による増加 

 前計画においては、いしのまき元気いちばとの相互利用により調査地点④で 1,254 人の

増加、令和元年の石ノ森萬画館の入場者の増加により調査地点③⑧⑨⑩または⑦⑧⑨⑩で

232 人増加することを見込んでいた。 

 石ノ森萬画館の入場者は、平成 25 年は 241,208 人であったが、平成 30 年は 187,150 人と

減少している。 

 調査地点③④⑦⑧⑨⑩の休日の通行量は増加しているが、平日の調査地点⑦⑧⑨の通行量

は減少している。 

 石ノ森萬画館から商店街への回遊を見込んでいたが、調査地点③④など距離が近いとこ

ろでは増加傾向が見られる一方で、駅方面への通行量の増加には結びついていないこと

がうかがえる。 

単位：人 

No. 地点 

 

調査実施年 

増減率 

調査実施年（平日休日合計） 

増減率 平成 25 年

度 

平成 30 年

度 

平成 25 年

度 

平成 30 年

度 

3 アイトピア中央銀座 
平日 504  559  +11.0% 

942 1,533 +62.7% 
休日 438  974  +122.3% 

4 橋通り 
平日 558  632  +13.3% 

1,150 2,560 +122.6% 
休日 592  1,928  +225.7% 

7 ことぶき町 
平日 588  498  -15.3% 

1,190 1,294 +8.7% 
休日 602  796  +32.2% 

8 立町大通り東側 
平日 1,044  848  -18.8% 

2,162 2,084 -3.6% 
休日 1,118  1,236  +10.6% 

9 立町大通り西側 
平日 1,048  885  -15.6% 

2,307 2,171 -5.9% 
休日 1,259  1,286  +2.1% 

10 駅前大通り 
平日 1,010  1,064  +5.3% 

2,054 2,291 +11.6% 
休日 1,044  1,227  +17.5% 

 

○生鮮マーケット（いしのまき元気いちば）の新規利用者による増加 

 前計画においては、生鮮マーケット（いしのまき元気いちば）の新規利用者のうち公共交

通利用者の通行による増加で、調査地点③⑧⑨⑩または⑦⑧⑨⑩で 2,684 人増加するこ

とを見込んでいた。 

 いしのまき元気いちばの利用者は、平成 30 年で 449,256 人（レジ通過人数）であった。

実際に元気いちばを訪れた方の数はこれより多いと想定されるが、商店街への回遊につ

いては石ノ森萬画館と同様、近くの商店街への回遊はうかがえるものの、少し離れた商店

街への回遊には繋がっていないと考えられる。 

 

○市立病院の新規利用者による増加 

 前計画においては、市立病院の外来患者およびお見舞い者のうち、石巻駅から市立病院ま

でを徒歩で移動する、または、二輪車の利用により訪れることで調査地点⑩○11○12のうち

少なくとも一つを通過すると仮定し、522 人の増加を見込んでいた。 
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 市立病院の利用者は、平成 30 年度で入院患者が 48,233 人、外来患者数が 39,638 人、合

計で 87,871 人であった。いずれも平成 29 年度から増加している（入院患者数は 41,993

人、外来患者数は 30,678 人）。駅前大通り、市役所おまさか通りについては平日休日とも

に増加している一方で、穀町大通りでは平日の通行量は減少している。駅や市役所庁舎と

市立病院を行き来する人は見られるものの、商店街などとの相互利用につながっていな

い状況がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

○子どもセンターの新規利用者の増加 

 前計画においては、子どもセンターの利用者のうち公共交通を利用して訪れる人が調査

地点⑧⑨⑩のうち少なくとも一つは通過すると仮定し、112 人の増加を見込んでいた。 

 子どもセンターの来館者数は、平成 29 年度は 26,917 人、平成 30 年度は 27,722 人とな

っている。立町大通り東側、立町大通り西側いずれも平成 25 年度に比べて平日は減少し

ているが、休日は増加している。一方で、駅前大通りは平日、休日ともに増加している。 

No. 地点 

 

調査実施年 

増減率 

調査実施年（平日休日合計） 

増減率 平成 25 年

度 

平成 30 年

度 

平成 25 年

度 

平成 30 年

度 

8 立町大通り東側 
平日 1,044  848  -18.8% 

2,162 2,084 -3.6% 
休日 1,118  1,236  +10.6% 

9 立町大通り西側 
平日 1,048  885  -15.6% 

2,307 2,171 -5.9% 
休日 1,259  1,286  +2.1% 

10 駅前大通り 
平日 1,010  1,064  +5.3% 

2,054 2,291 +11.6% 
休日 1,044  1,227  +17.5% 

 

④ 前計画の総括 

 前計画（第 2 期計画）は、平成 23 年 3 月の東日本大震災の影響により第１期計画の計画

期間を短縮して認定を受けた計画であった。そのため、復興公営住宅整備事業や石巻市立

病院整備事業等の震災復興に係るハード面の整備が主な事業となっており、中心市街地

における拠点形成という意味では概ね順調に進捗し、居住人口や通行量等の目標指標も

達成度合いに差はあるものの全て改善している。 

 しかし、店舗や事務所数の減少や、低未利用地の拡大等の震災以前から抱える未解決の課

題のほか、復興住宅を含めた中心市街地全域のコミュニティ形成や、新たに形成された拠

点施設で生まれた賑わいをどう中心市街地全体に波及させるかなど、新たな課題も生ま

れている。 

No. 地点 

 

調査実施年 

増減率 

調査実施年（平日休日合計） 

増減率 平成 25 年

度 

平成 30 年

度 

平成 25 年

度 

平成 30 年

度 

10 駅前大通り 
平日 1,010  1,064  +5.3% 

2,054 2,291 +11.6% 
休日 1,044  1,227  +17.5% 

11 市役所おまさか通り 
平日 664  982  +47.9% 

953 1,508 +58.2% 
休日  289 526  +82.0% 

12 穀町大通り 
平日 846 671  -20.7% 

1,356 1,293 -4.6% 
休日 510  622  +22.0% 
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(7) 中心市街地活性化に向けた課題の整理 

① 安全・安心・居住 

  震災復興事業により、復興公営住宅や河川堤防の整備が行われたが、中心市街地内のコミ

ュニティ形成が課題となっている。また、生活拠点機能の充実や利便性の向上、市民と地域の

繋がりの強化などによる、安全・安心のまちづくりが必要である。 

 

②観光客による賑わい 

川沿いエリア付近の通行量が急増した一方で、他の地点では減少している箇所さえあり、

川沿いエリアから商店街や駅方向への観光客の誘導が課題。また、地域資源を十分に生かし

更なる観光客の増加を図る必要がある。 

 

③市民による賑わい 

比較的観光客向けと言える施設が集積した川沿いエリアに通行量が集中しており、その他

のエリアでの石巻市民による活動が見えてきづらい状況にある。震災以降増加した市民活動

団体の活動や相互連携を促進すること等により、文化や市民活動の中心としての石巻市民に

よる賑わいを創出し、石巻に暮らすことの楽しみや生活の質の向上を図る必要がある。 
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 (8) 中心市街地の活性化に関する基本的な方針  

① 中心市街地活性化の必要性  

本市の中心市街地は、古くは、北上川水運と沿岸船運の結節拠点として栄えた港町であり、

中瀬地区から石巻駅にかけて、行政機能や金融機関、商店等が集積する石巻の歴史特性を象

徴する地域である。 

県下第 2 の都市・石巻の中核として発展を続けてきたが、近年の消費者のライフスタイル

(生活様式)の変化やニーズの多様化、モータリゼーションの進展に伴う郊外型大型店の進出、

さらには長引く景気の低迷等によって消費者の購買意欲が減少するなど、さまざまな問題を

抱え、中心市街地の商業は衰退傾向にある。 

さらに、東日本大震災以降は、人口減少の加速、低未利用地の急激な増加等のこれまでの課

題の顕在化に加え、地盤沈下や交通結節点としての機能低下等、新たな課題も浮かび上がっ

てきた。そうした状況の中、復興事業を中心に 3 つのエリアを核に公共・民間事業による投

資活動を行い、中心市街地内の居住人口および交流人口を指標に定め、その増加に努めてき

た。震災から 8 年が経過し復興事業は概ね完了を迎え、完成した施設の活用を図りつつ新た

な投資活動を呼び込んで行くことで活性化を図るエリアマネジメントを目指していく段階に

ある。多様な分野にまたがって活動する多くの主体が存在する中心市街地では、エリアマネ

ジメントを進めるにあたっていくつかのエリア・分野に分けてマネジメントを考えていく必

要がある。 

（ア）コミュニティマネジメント（主な主体：町内会、包括支援センター、社協等） 

（イ）かわまちエリアマネジメント（主な主体：石巻市、街づくりまんぼう等） 

（ウ）市民活動団体の支援連携マネジメント（主な主体：石巻市、NPO 団体等） 

（エ）商店街マネジメント（主な主体：商店街、街づくりまんぼう、石巻市等） 

（オ）有休不動産マネジメント（主な主体：石巻市、街づくりまんぼう、民間事業者等） 

 

② 中心市街地活性化の基本方針  

中心市街地における現況、課題などを踏まえて、中心市街地活性化の基本コンセプト、基本

方針を以下のように設定する。 

 

＜目指す中心市街地の都市像＞ 

“石巻らしさを生かし、市民の誇りと 

石巻に暮らすことの豊かさを醸成できるまち” 

 

＜中心市街地活性化基本計画のコンセプト＞ 

多様な都市機能を集積し、少子高齢化社会に対応した、 

歩いて暮らせるコンパクトで安全・安心なまちづくり 
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この基本コンセプトを標榜しつつ、中心市街地活性化に向けて整理した 3 つの課題に各々

対応すべく、以下に、石巻市中心市街地再生への 3つの基本方針を設定する。  

 

基本方針 1 中心市街地のコミュニティの醸成による安全・安心のまちづくり 

 堤防、避難施設の整備などハードのみならず、地域住民同士のコミュニティを形成するこ

とで、地域の安全・安心をつくる。 

 避難訓練、賑わい創出イベント等を通して、互いに声を掛け合える関係性を築く。  

 子どもから年配者まで地域で見守る関係づくりにより、生活利便性や生活満足度の向上

につなげ、転出の抑制や移住・住み替えの増加を図る。 

 

基本方針 2 地域の資源を生かした歩きたくなるまちづくり 

 駅前エリア、中央・立町エリア、川沿いエリアの 3 つの拠点を中心に、萬画（マンガ）、

食、震災伝承、歴史等地域資源を活用したイベント等に取り組む。 

 特に、石ノ森萬画館やいしのまき元気いちば、かわまち交流センターが立地する川沿いエ

リアについては、それぞれの施設間の連携を強化するとともに、多様な主体の参画による

堤防空間の利活用を積極的に図っていくことで中心市街地への集客力を高める。 

 既存店など商店街との共同による販促や集客イベントを企画開催するなどプロモーショ

ン活動を継続して行い、商店街への集客力の向上と新たな事業者の募集を図っていく。 

 

基本方針 3 地域の活力・市民の息づかいが見えるまちづくり 

 社会的市民的活動を行う団体の活動を活発化し、市民交流の機会を増やし賑わいを生み

出す。 

 市民団体間の積極的な情報共有や発信により、コミュニティの醸成や地域課題の解決に

向けた新たな取り組みの創発を促す。
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2. 中心市街地の位置及び区域 

 

［1］位置 

位置設定の考え方 

 石巻市は、石巻広域圏の業務、商業、通勤・通学などにおける中心都市である。 

 石巻広域圏及び石巻市の中心的な地域である JR 石巻駅南東部の商業地域を中心に、中瀬

地区を加えて範囲を、本計画における中心市街地とする。 

 

図 位置図 
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［2］区域 

 区域については、下図に示す約56.4ha を中心市街地の区域とし、以下の3エリアに分け、

事業展開を図る。 

①交通、行政、医療、福祉機能の充実を図る「駅前エリア」 

②生活、文化、交流、商業機能の充実を図る「立町・中央エリア」 

③観光、商業、交流機能の充実を図る「川沿いエリア」 

 中心市街地の境界ついては、北側を鉄道界（ＪＲ石巻線）と隣接する既存道路、西側及び

南側については、既存道路とし、東側については、河川（旧北上川）とする。中瀬地区に

ついては地形界とし、中瀬地区と対岸を結ぶ道路（内海橋）を含むものとする。 

 

 

図 区域図 

 


